
高梁川流域の

伝統的な行事と芸能
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　「輪くぐり祭」は、毎年７月３０日に早島町の鶴崎神社でおこなわれるお祭りです。

　「輪くぐり祭」当日の早朝に、茅を刈ってきれいなものだけをより分けて境内に大きな輪が作

られ、その輪を左、右、左と３回くぐり参拝します。また、用意した茅で小さな輪を作り、家庭の

玄関に掛けることによって、病や災いを防ぐことができると言われています。

　「輪くぐり祭」では、あらかじめめ配布された人形（人の身体に代えるもの）をなで、息を吹き

かけ神前に供えることによって体につく病魔、けが、心の病などを祓って元気に夏が過ごせる

ように祈願します。午後５時から９時頃まで境内は露店でにぎわいます。

関係のある場所
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